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 高等部では、6 月 7 日（火）～10 日（金）の 5 日間、進路学習週間として作業実習に取り組みま

した。 

【１年】初めての進路学習週間なので、事前学習でイメージを高め、各々の目標を決めました。

初日はまず SST 講習で、働くために必要なことを学び、各班に分かれて作業を開始しました。  

１班：箱折り・封筒作り・家電解体 ２班：封筒づくり・三宝ネジ ３班：木管抜き・三宝ネジ 

４班：空き缶つぶし・木管抜き 

仕事に必要な「報告・連絡・相談」においては、慣れない丁寧な言葉遣いに戸惑うこともありま

したが、各班とも自分たちのペースで様々な軽作業を進めることができました。仲間同士で相

談して作業を分担したり、声を掛け合ったり、４日間の中でも協力して仕事に取り組む姿勢が

みられ、集団の力を感じました。一定時間作業に取り組む集中力や体力面においては、まだ課

題がありますが、今回の経験を後期の進路学習週間にも活かしてがんばりましょう。 

 

【２年】５班に分かれ、作業に取り組みました。作業内容は、進路の冊子作り、箱折り、金具の

セット、ビデオや基盤の解体、三宝ネジの組み立てと分解、宿泊のネームカード作り（クラフ

トパンチ、紐切り、台紙切り）、木管抜き、給食の玉ねぎの皮むき、JA 堺での作業など様々で

した。内容や手順が変わっても、昨年、実習を経験していることもあり、落ち着いて取り組む

ことができていました。また、働くことへの姿勢（挨拶、身だしなみ、時間を守る）など、まだ

まだ課題もありますが、自ら進んでできるようになってきたように思います。実習後には、各

自の目標が達成できたかなど、班やクラスなどで話し合い振り返りをしました。今回の実習で

の経験を、夏の福祉事業所実習で活かしてほしいと思います。 

 

【３年】６班に分かれ最後の進路学習週間に取り組みました。１班は、主にいろいろな種類の

箱折りなどの受注作業、２班は調理員さんへのメッセージを書くおにぎり型のカード作りなど、

３班は封筒づくりや空き缶つぶしを行いました。４班はネジの袋分けや金具の 20 個ずつに分け

る作業に取り組みました。５班は玉ねぎの皮むきや木管抜きなどを行いました。6 班木管抜き

やメッセージカード作りなどを行いました。また、進路学習の期間中にグループホーム見学が

あり、将来の進路についても勉強することができました。 

最後の進路学習ということもあり、今までで一番作業に取り組むことができることができまし

た。仕事の喜びやしんどくても最後まで頑張ることの大切さなど、学んだことをこれからの学

校生活や社会生活の中で活かしてほしいと思います。 

 

【中学部】9 日（木）に高等部進路学習週間の実習の様子を見学しました。箱折り、ネジの組み

立て、空き缶つぶし作業など、先輩方が集中して取り組む姿、自分なりに工夫して取り組む姿

を見て、感心し、たくましく思いました。高等部に行ったら、頑張って取り組んでいこうと決

意しました。 
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 5 月 31 日～6 月 17 日まで、生徒の実態に合わせて 2 日間～5 日間の企業体験実習が行われまし

た。今回初めて企業体験実習に参加した生徒は 6 名、2 回目が 5 名、合計 11 名の参加となりまし

た。はじめて実習に参加する生徒は、2 日間でしたが緊張感の中、一生懸命頑張っていました。実

習 5 日間の生徒は前回の経験を活かし、作業や接客など、集中してやり遂げることができました。

高２の生徒が携わった業種は、清掃、スーパー、製造業、事務作業、飲食業、宿泊施設です。この

実習を通して感じた、自分の特性や足りない力と向き合い、次につなげてほしいと思います。 
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昨年度、一昨年度は実施できなかった福祉事業所合同説明会を 5月 12日（木）・13日（金）の 2

日間、本校体育館を会場として開催しました。今回で第 8 回となり、2 日間で 60 法人 110 事業所

の参加がありました。また今年度は本校の保護者のみを対象として、2 日間で約 60 名の参加があ

りました。事前に配布した資料をもとに、目的のブースを順に回る方や、各事業所の事業形態を調

べながら回る方、空いているブースを順番に回る方など、皆さん各自の方法で情報収集されていま

した。あいにくの雨の中での実施となり、1日の参加者は事業所ブースの数に比べて少ないように

感じましたが、より細かい話や具体的な話ができる機会となりました。 

 来年度も開催予定ですので、保護者と福祉事業所とのつながりがもてる機会にしたいと考えてい

ます。 
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 5月 23日（月）～6月 3日（金）までの間に、10か所の福祉事業所見学会を実施しました。今回

は高等部の保護者の方を中心に、小、中学部の保護者の方にもご参加いただき、合計で約 60 名の

方にご参加いただきました。見学会では、活動内容についての質問だけではなく、利用者さんの人

数や定員、食事、送迎範囲など質疑応答の時間にさまざまな意見交換が行われるなど、活発な見学

会となりました。 

 また、冬にも福祉事業所見学会を企画する予定ですので、ぜひご参加いただき、各事業所の違い

を、保護者の皆様に体感していただけたらと思います。 
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6月 29日（水）に本校高等部卒業生の保護者 3名（第 1部（高等部生活課程保護者対象）：1名/

第 2部（小学部、中学部、高等部普通課程保護者対象）：2名）をお招きし、高等部に入学されてか

らの進路決定にむけた取り組みや、事業所での様子、生活の変化などについてお話をしていただき

ました。事業所選びのポイントとしては、学校生活の活動の様子を踏まえたり、教員も含めて普段

かかわっている方からのアドバイスを参考にしたりと本人にあった活動内容はどこだろう？と情

報収集をさまざまな方面からおこなったとの話を聞きました。参加された保護者の方からは、事業

所について（送迎や活動内容等）や卒業後の生活についての質疑応答があるなど、有意義な学習会

となりました。 

 次回の保護者対象の進路学習会は 1月 29日（日）【休日授業参観日】に予定しています。日が近

くなりましたら、案内を配布しますので、ご確認いただき、ご参加をお待ちしています。 

 


